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試験飼料組成

AIN-93G ナガイモ等添加群

(100ｇ当たり） 100% 50%

コーンスターチ 39.7486ｇ 0ｇ 20ｇ

ナガイモ等 56 28

ミルクカゼイン 20ｇ 20ｇ 20ｇ

アルファ化コーンスターチ 13.2ｇ 13.2ｇ 13.2ｇ

グラニュー糖 10ｇ 10ｇ 10ｇ

精製大豆油 7ｇ 7ｇ 7ｇ

セルロースパウダー 5ｇ 5ｇ 5ｇ

ミネラルミックス 3.5ｇ 3.5ｇ 3.5ｇ

ビタミンミックス 1ｇ 1ｇ 1ｇ

L-シスチン 0.3ｇ 0.3ｇ 0.3ｇ

重酒石酸コリン 0.25ｇ 0.25ｇ 0.25ｇ

第3ブチルヒドロキノン 0.0014ｇ 0.0014ｇ 0.0014g

ナガイモは我が国において、古来より滋養強壮、消化促進効果を有することが伝承的に言われており、ナガイモに
多く含まれる粘性多糖類や貯蔵蛋白質は、大腸ガンを予防する可能性が期待される。今回、筆者らはナガイモの大腸
ガンの発症予防効果の有無について興味を持ち、1,2-Dimethylhydradine・HCl (DMH)投与マウスにおける大腸腺
腫（abberant cript foci（ACF））発症に与える食餌性加熱および生ナガイモの効果を検討した。

１．メチレンブルーで強く染色
２．肥大化

まとめ
１．ナガイモ粉末投与によってDMH誘導大腸腺腫発症は抑制される。
２．１の活性はナガイモの加熱処理でも維持される。（加工食品原料として有望）
３．ＡＣＦ発症抑制は他のイモ類でもが認められたが、ナガイモがもっとも強い傾向であった。

大腸腺腫発症率に与える
食餌性ナガイモの効果
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実験１：ナガイモでの効果

実験２：他のイモ類との比較

平均値 +/ -SD （ n=6 ）

加熱したナガイモでも
腺腫抑制効果有り

他のイモ類においても
腺腫抑制効果は観察されるが、

効果の序列は

ナガイモ≧サツマイモ≧ジャガイモ

DMH : 週 1 回投与 (15 mg/ Kg BW ）1

1 週間1 週間 ８週間

動物実験の概要

実験食（ナガイモ等添加食）

Aida K., Kinoshita M. et al ., J.Oleo Sci. (2005)

市販
食

Male BALB/cA JclMale BALB/cA Jcl

4週令
(日本クレア.)

4週令
(日本クレア.)

DMH投与：腹腔内投与（I.P.）

癌のシグナル伝達がわかる（羊土社刊）より
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